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●二酸化炭素削減に向けて
●快適な冬を過ごすため除雪作業にご協力を

あしょろ広報
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二
酸
化
炭
素
削
減
に
向
け
て

こ
こ
数
年
、
世
界
各
地
で
今
ま
で
に
な
い
高
温
や
水
害
な
ど
極
端
な
気
象
変
動
が
報
告
さ
れ
、

ま
た
、
日
本
で
も
夏
の
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
CO
２
）
や
メ
タ
ン
な
ど

炭
素
を
含
む
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
足
寄
町
を
含
む
下
川
町
、
滝
上
町
、
美
幌
町
の
４
町
が

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
吸
収
量
活
用
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ

CO
２
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

地
球
の
長
い
歴
史
か
ら
み
る
と
空
気
中
の

CO
２
量
が
、
今
よ
り
も
ず
っ
と
多
い
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
球
上
で
は
、
長

い
年
月
を
か
け
て
陸
上
や
海
洋
の
植
物
が
CO

２
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
微
生
物
が
食
べ
る
な

ど
し
て
空
気
中
の
CO
２
量
は
だ
ん
だ
ん
と
減

っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
動
植
物
の
死
骸

は
、
地
層
に
蓄
え
ら
れ
長
い
年
月
を
か
け
て
、

石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
に
変
わ
り
、

現
在
の
私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
化
石

燃
料
を
掘
り
起
こ
し
、
燃
料
な
ど
に
使
う
こ

　

空
気
中
の
CO
２
を
減
ら
す
に
は
２
つ
の
方

法
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
新
た
な
CO
２
を
出
さ
な
い
！

　

化
石
燃
料
を
使
用
す
る
と
CO
２
は
必
ず

発
生
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
化
石
燃
料
の

使
用
量
を
減
ら
す
取
り
組
み
、
例
え
ば
、

太
陽
光
や
風
力
な
ど
、
自
然
に
あ
る
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
発
電
を
す
る
こ
と

　

現
代
社
会
で
は
、
CO
２
を
排
出
し
な
い
で

　

同
協
議
会
で
は
、
森
林
整
備
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
に
よ
る
CO
２
削
減
の
趣
旨
に
賛

同
い
た
だ
け
る
企
業
や
団
体
な
ど
と
「
森
づ

く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
」
を
結
び
、
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
音
楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん

が
代
表
を
務
め
る
一
般
社
団
法
人
モ
ア
・
ト

ゥ
リ
ー
ズ
や
日
本
プ
ロ
野
球
機
構
な
ど
、
多

く
の
団
体
や
企
業
と
同
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
移
行
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

は
、
プ
ロ
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
試
合
の
延
長
や

10
月
に
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
生
物
多
様
性

条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
な
ど
の
オ

フ
セ
ッ
ト
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

本
町
で
は
、
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
森
林
整
備
や
低
炭
素
社
会
の
実
現
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

協
定
を
結
ん
で
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
も

随
時
募
集
し
、
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

詳　

細　

役
場
経
済
課
林
業
振
興
担
当
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生
活
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
が
、
削

減
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
し
か
し
、
同
時

に
ど
う
し
て
も
削
減
で
き
な
い
排
出
量
も
存

在
し
ま
す
。
自
分
の
CO
２
排
出
量
の
う
ち
、

削
減
で
き
な
い
量
を
、
他
の
場
所
で
排
出
削

減
・
吸
収
量
で
０
に
相
殺
（
埋
め
合
わ
せ
）

す
る
こ
と
を
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
と
言

い
ま
す
。

本
町
の
取
り
組
み

　

CO
２
は
水
な
ど
と
違
っ
て
目
に
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
定
量
化
が
難
し
く
、
ど
れ

だ
け
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
か
簡
単
に
は
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
21
年
、
環
境
省
は
ど
れ
だ
け
の
CO
２

を
削
減
・
吸
収
し
た
の
か
を
証
明
す
る
オ
フ

セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
Ｊ

ジ
ェ
イ

－

Ｖバ

ー
Ｅ
Ｒ
）
と

い
う
制
度
を
作
り
ま
し
た
。
Ｊ

－

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制

度
は
、
植
樹
や
間
伐
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
（
木
質
ペ
レ
ッ
ト
や
太
陽
光
な
ど
）
の

取
り
組
み
で
減
ら
し
た
CO
２
を
、
１
ト
ン
ご

と
に
証
明
書
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
を
発
行
し
て

く
れ
ま
す
。

　

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
吸
収
量
活
用
推
進
協
議

会
（
４
町
協
議
会
）
は
、
こ
の
取
り
組
み
を

い
ち
早
く
行
い
、
全
国
の
市
町
村
で
第
１
号

の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21

年
度
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
量
は
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
高
知
県
の
６
，
１
９
７

ト
ン
を
超
え
、
第
１
位
と
な
る
６
，
４
２
３

ト
ン
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
町
有
林
の
間
伐
と
庁
舎
・
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
の
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
取
り

組
み
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
、
火
力
発
電
で
使
う
石
油
や
石
炭
の
量

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
町

内
の
芽
登
で
生
産
さ
れ
て
い
る
木
質
ペ
レ

ッ
ト
を
燃
料
に
し
た
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
こ
と
も
CO

２
削
減
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
り
ま
す
（
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
。

②
空
気
中
の
CO
２
を
吸
収
す
る
！

　

樹
木
の
光
合
成
を
利
用
し
て
CO
２
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、

今
ま
で
木
の
無
か
っ
た
と
こ
ろ
に
木
を
植

え
た
り
、
木
の
成
長
を
良
く
す
る
た
め
間

伐
し
た
り
す
る
な
ど
、
森
林
の
手
入
れ
を

す
る
こ
と
で
空
気
中
の
CO
２
を
木
に
吸
収

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
で
、
大
気
中
に
大
量
の
CO
２
を
放
出
し
て

い
ま
す
。
CO
２
は
地
球
の
歴
史
上
、
類
を
見

な
い
速
さ
で
増
加
し
、
世
界
規
模
で
気
象
変

動
を
招
く
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
１

CO
２
と
化
石
燃
料

キ
ー
ワ
ー
ド
２

CO
２
は
減
ら
せ
る
か
？

キ
ー
ワ
ー
ド
３

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

キ
ー
ワ
ー
ド
４

森
づ
く
り

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定

役場庁舎ペレットボイラー

間伐前

間伐後

⬅

炭 素 の 循 環
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町
の
除
雪

　

道
路
の
除
雪
作
業
は
、
国
道
を
帯
広
開
発

建
設
部
、
道
道
を
十
勝
総
合
振
興
局
帯
広
建

設
管
理
部
が
行
い
、
町
道
や
公
共
施
設
の
駐

車
場
な
ど
を
町
が
行
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は

３
５
２
路
線
、
延
長
約
２
９
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

除
雪
の
目
的

①
歩
行
者
や
車
両
の
安
全
な
通
行
の
確
保

②
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
流
れ
の
確
保

③
火
災
、
そ
の
他
の
緊
急
時
に
対
応
で
き
る

道
路
の
確
保

④
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
の
確
保

⑤
へ
き
地
患
者
輸
送
バ
ス
路
線
の
確
保

⑥
集
乳
車
路
線
の
確
保

　

こ
の
ほ
か
、
交
差
点
付
近
の
雪
山
に
よ
る

視
界
障
害
の
た
め
の
交
通
事
故
防
止
、
凍
結

路
面
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
防
止
・
転
倒
防
止
の

た
め
の
路
面
整
正
・
砂
散
布
な
ど
で
す
。

出
動
判
断
基
準

　

降
雪
量
が
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
出

動
し
ま
す
。
平
地
と
山
間
部
で
は
、
気
象
条

件
に
違
い
が
あ
り
状
況
に
あ
わ
せ
て
判
断
し

ま
す
。
ま
た
降
雪
量
が
多
い
と
き
や
災
害
等

が
発
生
し
た
場
合
は
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し

ま
す
。

除
雪
経
路

　

除
雪
車
ご
と
に
除
雪
路
線
を
決
定
し
て
い

ま
す
。
旭
町
、
南
区
、
北
区
、
西
町
、
下
愛

冠
、
郊
南
の
各
市
街
地
区
幹
線
を
除
雪
し
た

後
、
芽
登
方
面
、
上
利
別
・
大
誉
地
方
面
、

稲
牛
・
螺
湾
・
上
足
寄
方
面
へ
除
雪
に
向
か

い
ま
す
。
各
方
面
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
患

者
輸
送
車
、
集
乳
車
の
路
線
を
最
初
に
確
保

し
、
完
了
後
、
各
町
道
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。

快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

今年も雪の季節となり、冬期間の通勤や通学、

通院等に支障がないよう生活道路の確保と安全な冬道対策として、

万全の除雪体制で計画的に除雪作業を進めています。

安全に除雪作業を進めるために皆さんのご協力をお願いします。

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

・
玄
関
先
な
ど
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に
雪

が
寄
せ
ら
れ
「
車
が
出
せ
な
い
」
と
い

う
声
が
あ
り
ま
す
。
除
雪
車
は
雪
を
か

き
分
け
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
取
り
除

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

車
道
を
確
保
す
る
た
め
に
は
歩
道
上
に

雪
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

出
入
り
口
な
ど
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
雪

に
つ
い
て
は
各
家
庭
で
除
雪
さ
れ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
等
は
、
自

治
会
や
近
所
で
助
け
合
い
除
雪
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
違
法
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

除
雪
作
業
で
一
番
困
る
の
が
違
法
駐

車
車
両
で
す
。
違
法
駐
車
は
除
雪
作
業

に
支
障
を
き
た
し
、
吹
雪
や
夜
間
な
ど

で
は
事
故
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と
、
ま
た

歩
行
者
の
安
全
通
行
、
交
通
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
。
違
法
駐
車
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

・
雪
は
道
路
に
投
げ
出
さ
な
い
で

　

車
道
へ
雪
を
出
し
て
し
ま
う
と
道
路

が
凸
凹
に
な
り
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
自
宅
敷
地
内
で
処
理
で

き
な
い
雪
は
町
が
指
定
（
栄
町
２
丁
目
・

豊
栄
橋
下
流
利
別
川
右
岸
、
共
栄
町
・

共
励
橋
下
流
足
寄
川
左
岸
）
す
る
雪
捨

て
場
へ
運
ん
で
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・
通
学
路
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　

児
童
・
生
徒
等
が
安
全
に
通
学
す
る

た
め
町
で
は
歩
道
除
雪
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
通
学
路
を
完

全
に
除
雪
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

　

除
雪
作
業
は
大
変
危
険
で
す
。
除
雪

車
が
来
た
ら
絶
対
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　

除
雪
作
業
は
早
朝
か
ら
始
め
て
い
ま

す
。
騒
音
や
振
動
な
ど
に
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
道
路
の
適
正
な
使
用
に
ご
協
力
を

　

自
宅
前
や
車
庫
出
入
り
の
た
め
に
縁

石
等
に
設
置
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄

板
等
は
除
雪
中
に
跳
ね
飛
ば
し
た
り
除

雪
車
が
故
障
し
た
り
し
ま
す
の
で
片
付

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

雪
捨
て
場

期
間

：

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

詳　

細　

役
場
建
設
課
車
両
室
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共栄町
(共励橋下流足寄川左岸)(共励橋下流足寄川左岸)

旭町５丁目

共栄町

共励橋
共励橋

栄町２丁目
(豊栄橋下流利別川右岸)

雪捨て場

共栄町

栄町２丁目

◦栄町２丁目
　（豊栄橋下流利別川右岸）
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まちかどまちかどまちかど

11.２ 最優秀賞を受賞

11.２ デジタルいどばた会議

10.31、11.６音楽を楽しむ

　「コンクリートと人と土」フォトコンテス

ト（特定非営利活動法人ＣＡＬＳスクエア北

海道主催）で、足寄保育園どんぐり、年長ら

いおん組の写真（左）「タイトル：すごいね」

が応募作品２４７点の中から最優秀賞に選ば

れました。同法人の長瀬毅彦理事長が保育園

を訪れ、表彰式が行われました。

　第20回町民芸術祭が町民センターで開催さ

れました。ステージ発表は、町文化協会加盟

団体や町内で芸術活動を行っている21団体が

歌や踊り、楽器演奏などを披露しました。ま

た、会場では27の個人や団体が出品した書道

や生け花など９４２作品が展示され、訪れた

人を楽しませていました。

　ふるさと足寄１００年塾公開講座「デジタ

ルいどばた会議（町教育委員会、学遊会主催）

が町民センターで開催されました。ＮＨＫ帯

広放送局技術部職員が講師を務め、地上デジ

タル放送へ移行する理由や地上アナログ放送

との違い、データ放送の使い方、町内の電波

の状態などを分かりやすく解説しました。

　町内で発見されたデスモスチルスの祖先「ア

ショロア」の化石などを展示する足寄動物化

石博物館でミニコンサートが開かれました。

訪れた聴衆は、化石に囲まれた展示室で、チ

ェンバロやバロックバイオリン、リコーダー

の澄んだ音色に酔いしれ、古生物と音楽を楽

しみました。

10.31 町民芸術祭

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

　

消
防
団
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
消
防
の

向
上
発
展
と
治
安
維
持
に
努
め
ら
れ
た
八
木

沼
弘
さ

ん

が
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
八
木
沼
さ

ん

は
昭
和
38
年
の
入
団
か
ら
平

成
20
年
に
足
寄
消
防
団
団
長
と
し
て
退
団
す

る
ま
で
の
45
年
余
り
、
郷
土
の
防
災
活
動
に

尽
力
さ
れ
、
特
に
団
長
時
代
に
は
足
寄
保
育

園
ど
ん
ぐ
り
で
の
防
火
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す

る
予
消
防
や
消
防
団
員
教
育
訓
練
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

八
木
沼
さ
ん

は
「
町
の
た
め
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
入
団
当
時
の
思
い
を
持
ち
続
け
る
こ

と
で
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
消
防
功
労

【
消
防
歴
】

　

昭
和
41
年　

東
京
消
防
庁
消
防
吏
員

　

昭
和
47
年　

池
北
三
町
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　

足
寄
消
防
署
・
消
防
士

　

昭
和
55
年　

同
・
消
防
副
士
長

　

昭
和
59
年　

同
・
消
防
士
長

　

昭
和
63
年　

池
北
三
町
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　

足
寄
消
防
署
・
消
防
司
令
補

　

平
成
12
年　

同
・
消
防
司
令

　

平
成
17
年　

同
・
消
防
司
令
長
（
署
長
）

【
賞　

罰
】

　

平
成
20
年　

消
防
庁
長
官

　
　
　
　
　
　

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

全
国
で
春
秋
叙
勲
は
約
４
，
０
０
０
人
、
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
は
約
３
，
６
０
０
人
が

受
章
さ
れ
ま
す
。

【
勲
章
の
種
類
等

：

抜
粋
】

・
旭
日
章
～
功
績
の
内
容
に
着
目
し
、
顕
著

な
功
績
を
挙
げ
た
人

旭
日
大
綬
章
、
旭
日
重
光
章
、
旭
日
中
綬

章
、
旭
日
小
綬
章
、
旭
日
双
光
章
、
旭
日

単
光
章

・
瑞
宝
章
～
公
務
等
に
長
年
に
わ
た
り
従
事

し
、
成
績
を
挙
げ
た
人

瑞
宝
大
綬
章
、
瑞
宝
重
光
章
、
瑞
宝
中
綬

章
、
瑞
宝
小
綬
章
、
瑞
宝
双
光
章
、
瑞
宝

単
光
章

　

叙
勲
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
の
た
め
に
功

労
の
あ
っ
た
人
を
対
象
に
発
令
さ
れ
、
菊
花

章
や
旭
日
章
、
宝
冠
章
、
瑞
宝
章
な
ど
の
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
春
と
秋
に
実
施
さ
れ
る
春
秋
叙
勲

や
88
歳
に
達
し
た
機
会
に
実
施
す
る
高
齢
者

叙
勲
、
功
績
の
あ
る
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
際

に
実
施
さ
れ
る
死
亡
叙
勲
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
（
警

察
官
、
消
防
吏
員
、
自
衛
官
等
）
に
精
励
さ

れ
た
方
を
対
象
と
し
た
「
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
」
が
平
成
15
年
に
創
設
さ
れ
、
毎
回
、

　

長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
を
務
め
ら
れ

た
長
南
一
男
さ
ん

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
長
南
さ
ん

は
昭
和
42
年
か
ら
の
道
農

業
基
本
調
査
を
は
じ
め
国
勢
調
査
、
工
業
統

計
調
査
な
ど
平
成
17
年
ま
で
に
計
58
回
の
各

種
調
査
員
を
務
め
ら
れ
、
他
の
統
計
調
査
員

の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
８
年

に
は
道
知
事
よ
り
道
社
会
貢
献
賞
を
、
平
成

11
年
に
は
総
務
大
臣
よ
り
統
計
功
労
者
表
彰

指
導
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
南
さ
ん

は
受
章
に
つ
い
て
「
相
手
に
信
頼

さ
れ
る
よ
う
な
態
度
で
接
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
し
た
。
家
族
や
皆
さ
ん
の
協
力

の
お
か
げ
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

叙
勲

瑞
宝
単
光
章

八
木
沼　

弘
さ
ん

中
原　

義
也
さ
ん

長
南　

一
男
さ
ん

（
73
歳　

南
１
条
４
丁
目
）

（
63
歳
・
南
７
条
３
丁
目
）

（
85
歳　

上
利
別
本
町
）

11. ６

リコーダーコンサート

10. 31

バロックコンサート

7



まちかどまちかどまちかど
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まちかどまちかどまちかど
写真をご希望の方は広報広聴担当まで

11.９-11 ステップアップのために

11.５-７ 親睦を深める
　第２回町農業青年との婚活ツアー（町農業

後継者パートナー対策委員会主催）が帯広市

などで開かれました。ツアーは近郊の都市な

どから女性５人と町内の農業青年６人が参加

しました。参加者は、ボウリングで交流し、

チーズ作りや夕食のハンバーグ作りなどで親

睦を深めました。

　陸上自衛隊第５音楽隊（小林崇浩隊長）の

足寄音楽祭（町自衛隊協力会主催、町後援）

が町民センターで開かれ、約２００人が訪れ

ました。松山千春さ
んの「長い夜」やＮＨＫ大

河ドラマ「龍馬伝」テーマ曲など、アンコー

ルを含め全10曲が披露され、会場から大きな

拍手が送られていました。

11.８ 音楽祭を楽しむ

　地域の再生・持続・発展の方策を探るシン

ポジウムが町民センターで開かれました。初

めに、マルショウ技研㈱代表取締役の菅原智

美さ
んや信州大学農学部岡野哲郎教授らが講演

しました。その後、「夢」を実現化する方策

を探ると題した討論会では、参加者から「持

続的な話し合いや実現のための地域コーディ

ネーターが必要」など、意見が出されました。

　「パソコン教室」パソコンステップアップ

講座～エクセル２００７を使いこなそう�～

（町教育委員会主催）が足寄小学校で開かれ、

21人が参加しました。あしょろパソコン研究

会（川村浩昭会長）会員指導の下、参加者は

表計算ソフト「エクセル」を使い、関数を利

用しステップアップを図りました。

11.13 夢の実現化を模索11.20 読み聞かせを楽しむ
　㈱かちまいサービス・かちまい足寄主催の

第４回親と子のやまもりいっぱいおはなし会

が町民センターで開催され、約70人の親子が

訪れました。子どもたちは町内の読み聞かせ

サークルのスタッフらによる大型絵本の読み

聞かせやパネルシアター、手遊びなどを楽し

みました。

　第32回歳末助け合いカラオケチャリティー

ショー（町カラオケ同好会主催）が町民セン

ターで開かれました。ショーは３部構成で行

われ、会員などが自慢ののどを披露し満員の

会場からたくさんの拍手が送られていました。

また、ショーの収益金10万円が町社会福祉協

議会に寄付されました。

　第30回足寄町当才馬品評会が愛冠の農協畜

産センターで開かれました。

・雄の部

　１等１席　管野富夫さ
ん（稲牛）の「大雅号」

・雌の部

　１等１席　川上隆一さ
ん（上足寄）の「隆姫号」

・最高位賞　川上さ
んの「隆姫号」

　ロビーコンサート「ＪＵＮＣＯ＆ＣＨＥＥ

Ｐ北海道１８０市町村公演」が町民センター

で開かれ、約２５０人が訪れました。コンサ

ートはアンコール曲を含め、全18曲を披露し

ました。途中、足寄ジュニアブラスバンドの

子どもたちなどがステージに上がりメンバー

らと一緒に歌い、会場を盛り上げました。

11.14 自慢の“のど”を披露

11.15 ロビーコンサート

11.18 当才馬品評会

9



いつでも、

どこでも、

だれでも、

なにからでも、 

10

通算　第82号

学 習

生 涯

塾
生
募
集

　

11
月
27
日
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
伊
藤
貴

之
会
長
）
主
催
の
「
平
成
22
年
度
足
寄
町
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
兼
足
寄
町
青
少
年
健

全
育
成
講
演
会
」
が
ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
で

開
か
れ
、
主
管
校
の
足
寄
中
学
校
（
西
出
伴

良
宏
校
長
）
を
は
じ
め
町
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
タ
マ
ゴ
マ
ン
は
中
学
生
」
の
著
者
の
坂

本
勤
さ
ん

か
ら
「
子
ど
も
心
を
守
る
～
親
っ
て

す
て
き
～
」
と
題
し
た
講
演
後
、
分
科
会
に

分
か
れ
て
、
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
一

日
を
通
し
て
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
間
の
積
極
的
な
交
流

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
実
行
委
員
会
主
催
の
「
第
31

回
足
寄
町
女
性
の
つ
ど
い
」
が
町
民
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
女
性
を
中
心
に
町
内
外
か
ら

約
２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

31
回
目
と
な
る
今
回
は
、
「
女
性
の
視
点

か
ら
み
た
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
」
を

メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
小
笠
原
一
規
さ
ん

の
テ
ノ

ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル
や
実
業
家
の
中
村
文
昭
さ
ん

を
招
い
た
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
赤
十
字
バ
ザ
ー
ル
や
特
産
品

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、

女
性
ら
し
い
心
配
り
と
華
や
い
だ
雰
囲
気
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

９
月
に
第
９
代
の
国
際
交
流
員
と
し
て
、

カ
ナ
ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
か
ら
赴
任

し
た
エ
バ
ン
・
ブ
ー
イ
さ
ん

が
、
積
極
的
に
国

際
理
解
教
育
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

エ
バ
ン
さ
ん

は
、
小
学
校
と
中
学
校
の
英
語

授
業
の
ほ
か
に
、
保
育
園
の
ペ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

事
業
も
担
当
し
、
気
さ
く
な
性
格
の
た
め
園

児
か
ら
も
大
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
は
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、

日
本
の
生
活
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
長
身
の
た
め
、
一
際
目
立
つ

と
思
い
ま
す
。
町
で
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾

「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
第
12
期
生
募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
か
ら
の
ふ
る

さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー

ル
」
第
12
期
生
（
平
成
23
年
５
月
～
25
年
３

月
ま
で
の
２
年
間
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は
広
報
あ

し
ょ
ろ
３
月
号
の
智
究
人
コ
ー
ナ
ー
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
塾
で
き
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

　

教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
教
育
を
は
じ
め

教
育
に
関
す
る
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

（
よ・

・

・

・

・

く
な
ろ
う
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、

非
行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相

談

員

学 習

生 涯

教
育
相
談
電
話

平林　照雄

生涯学習推進アドバイザー

村本　正幸

生涯学習推進アドバイザーそば打ちなどにも挑戦します

11

平
成
23
年
足
寄
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

と
　
き
　
平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内
　
容　

午
後
１
時
～
式
典
（
町
主
催
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
成
人
祝
賀
会

 

（
実
行
委
員
会
主
催
）

　
　
　
　

午
後
３
時　

終
了
予
定

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

そ
の
他　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
は
が
き
に

て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
が
、
現

在
本
町
に
住
民
票
が
無
い
方
で
も
、

参
加
希
望
さ
れ
る
方
や
案
内
は
が

き
の
届
か
な
か
っ
た
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

な
お
、
記
念
品
は
、
出
席
報
告

者
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
　
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
入
学
を
少
し

で
も
不
安
な
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
道
教
育

委
員
会
や
保
健
師
、
保
育
士
、
学
校
な
ど
各

関
係
機
関
と
協
力
し
て
「
あ
し
ょ
ろ
子
育
て

応
援
情
報
、
小
学
校
入
学
前
Ｑ
＆
Ａ
」
を
作

成
し
、
就
学
時
健
康
診
査
に
集
ま
っ
た
保
護

者
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
「
小
学
校
生
活
応
援

編
」
を
小
学
校
一
日
体
験
入
学
時
に
、
ま
た

「
小
学
校
入
学
直
前
準
備
編
」
を
保
育
園
・

保
育
所
の
参
観
日
に
そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
作
成
し
ま
し
た
子
育
て
応
援
情
報

を
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
保
護
者
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

学 習

生 涯

成
人
式
の

　

お
知
ら
せ

学 習

生 涯

子
育
て

　

応
援
情
報

詳
　
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 
☎
25

－

３
１
８
８

学 習

生 涯

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

　

一
堂
に
会
し

学 習

生 涯

女
性
の
つ
ど
い

学 習

生 涯

国
際
交
流
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博
物
館
情
報

フ
ォ
ス
ト
リ
ー
へ
Ｇ
Ｏ

化
石
体
験
に
新
シ
リ
ー
ズ

　

好
評
の
化
石
体
験
に
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
加
わ
り
ま
す
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
古
生
物
模

型
を
石
こ
う
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
格
導
入
を
前
に
、
特
別
体
験
で
き
ま
す
の

で
博
物
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
　
象　

町
内
の
小
中
学
生
と
幼
児

内
　
容　

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
頭
骨
模
型

づ
く
り
（
材
料
費
は
無
料
）

日
　
程
　
１
月
８
日
㈯
～
10
日
㈪
の
３
日
間

総
合
体
育
館
情
報

イ

チ

オ

シ
！

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
で
す
！

　

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
期
間
こ
そ
体

を
動
か
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
回
は
冬
期
間
の
み
利
用
で
き
る
体
育
施

設
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

　

12
月
下
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
滑
走
す
る
際
は
、

手
袋
・
帽
子
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

土
足
で
リ
ン
ク
の
上
に
は
上
が
ら
な
い
な
ど
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
掲
示
し
て
あ
る
ル
ー
ル
を

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

　

１
月
中
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
こ
の
ス

キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー
専
用
コ
ー
ス
な
の
で
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
滑
走
は
禁
止
で
す
。
係
員

の
指
示
に
従
い
指
定
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ス
で

安
全
に
滑
走
し
て
く
だ
さ
い
。

※
両
施
設
と
も
利
用
料
は
無
料
で
す
。

図

書

室

ほ
っ

と

情

報

新

刊

案

内

一
般
書

夢
を
見
る
た
め
に
毎
朝
僕
は
目
覚
め
る
の
で
す

 

村
上　

春
樹

歌
う
ク
ジ
ラ
　
上
・
下 

村
上　
　

龍

エ
ウ
ス
カ
デ
ィ
　
上
・
下 

馳　
　

星
周

砂
漠
の
悪
魔 

近
藤　

史
恵

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス 

角
田　

光
代

孤
舟 

渡
辺　

淳
一

砂
の
上
の
あ
な
た 

白
石　

一
文

妻
の
超
然 

絲
山　

秋
子

お
別
れ
の
音 

青
山　

七
恵

人
間
小
唄 

町
田　
　

康

マ
リ
ア
ビ
ー
ト
ル 

伊
坂
幸
太
郎

千
里
伝
　

－

時
輪
の
轍

－ 

仁
木　

英
之

ほ
か
げ
橋
夕
景 

山
本　

一
力

通
り
ゃ
ん
せ 

宇
江
佐
真
理

オ
ル
ゴ
ォ
ル 

朱
川　

湊
人

オ
ラ
ク
ル
・
ナ
イ
ト 

ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー

魔
法
の
ア
イ
ロ
ン
上
達
本 

中
村　

祐
一

は
じ
め
ま
し
て
の
刺
繍
教
室 

文
化
出
版
局

笠
原
将
弘
和
食
屋
の
お
か
ず
汁
１
０
１

 

笠
原　

将
弘

食
べ
る
ク
ス
リ
お
か
ゆ 

崔　
　

智
恩

ま
る
ご
と
柑
橘
レ
シ
ピ 

脇　
　

雅
世

児
童
書

か
ぜ
が
ふ
い
て
き
た
… 

い
も
と
よ
う
こ

も
り
の
く
ま
と
テ
デ
ィ
ベ
ア 

谷
川
俊
太
郎

怪
僧
タ
マ
ネ
ギ
坊 

川
端　
　

誠

イ
ト
ウ
く
ん 

三
木　
　

卓

ふ
う
と
は
な
と
う
し 

い
わ
む
ら
か
ず
お

た
の
し
い
マ
ジ
ッ
ク 

ゆ
う
き
と
も

十
二
支
の
し
り
と
り
え
ほ
ん 

高
畠　
　

純

ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ズ
い
つ
ま
で
も
！

 

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

プ
ー
さ
ん
の
森
に
か
え
る

 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
タ
ス

か
げ 

ス
ー
ジ
ー
・
リ
ー

お
ひ
さ
ま
と
お
つ
き
さ
ま
の
し
た
で

 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン

社
会
教
育
事
業
の
お
知
ら
せ

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日
　
12
月
18
日
㈯
　
２
月
19
日
㈯

　
　
　
　
３
月
19
日
㈯

時
　
間　

午
後
１
時
～
２
時

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
12
月
25
日
㈯
　
１
月
22
日
㈯

　
　
　
　
２
月
26
日
㈯

　
３
月
26
日
㈯

時
　
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日

　
１
月
11
日
㈫

　
２
月
８
日
㈫

　
　
　
　
３
月
８
日
㈫

時
　
間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

対
　
象　

乳
幼
児
か
ら
幼
児

詳
　
細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

７
４
８
７

子
育
て
・
家
庭
教
育

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

開
催
日
　
１
月
20
日
㈭
　
２
月
17
日
㈭

時
　
間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

そ
の
他　

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

　
　
　
　

で
す
。
※
託
児
所
も
あ
り
ま
す

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

生
涯
学
習
事
業

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

12
月
７
日
㈫
～
24
日
㈮

　
　

白
ち
ゃ
ん
日
本
一
周
の
思
い
出
展

１
月
12
日
㈬
～
24
日
㈪

　
　

書
き
初
め
大
会
作
品
展

１
月
27
日
㈭
～
２
月
９
日
㈬

　
　

真
鍋
雅
美
写
真
展

２
月
16
日
㈬
～
３
月
３
日
㈭

　
　

ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
活
動
展

３
月
11
日
㈮
～
24
日
㈭

　
　

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

※
出
展
希
望
者
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
上
足
寄
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日
　
12
月
19
日
㈰
　
午
後
１
時
～

場
　
所　

旧
上
足
寄
小
学
校
体
育
館

出
演
者　

白
い
鳥
（
帯
広
市
拠
点
の
バ
ン
ド
）

入
場
券　

３
０
０
円
（
ケ
ー
キ
・
飲
み
物
付
）

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
書
き
初
め
大
会

開
催
日

　
１
月
11
日
㈫

時
　
間　

午
前
９
時
30
分
～

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

幼
児
か
ら
一
般
成
人

参
加
費　

一
人　

５
０
０
円

そ
の
他　

お
し
る
こ
を
用
意
し
て
い
ま
す

申
込
み
　
12
月
28
日
㈫
ま
で

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

社
会
体
育
事
業

●
親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室

開
催
日
　
１
月
12
日
㈬
　
13
日
㈭

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

平
成
23
年
度
新
入
学
児
童
か
ら

　
　
　
　

３
年
生
ま
で
の
児
童
と
保
護
者

詳
　
細　

総
合
体
育
館

●
第
55
回
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

開
催
日
　
２
月
５
日
㈯

時
　
間　

午
前
９
時
30
分
～

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

詳
　
細　

総
合
体
育
館

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

開
催
日
　
１
月
中
旬
（
３
日
間
）

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

対
　
象　

小
・
中
学
生

詳
　
細　

総
合
体
育
館

※
各
事
業
と
も
申
込
方
法
等
は
後
日
ご
案
内

し
ま
す
。
詳
し
く
は
総
合
体
育
館
へ
。

12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
主
な
事
業
予
定

13

年
末
・
年
始
休
館
の
ご
案
内

休
館
日　

12
月
28
日
㈫
～
１
月
６
日
㈭

※
１
月
７
日
㈮
か
ら
開
館
し
ま
す
。

詳
　
細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

年
末
・
年
始
休
館
の
ご
案
内

総
合
体
育
館
休
館
日

　

12
月
30
日
㈭
～
１
月
６
日
㈭

温
水
プ
ー
ル
休
館
日

　

12
月
30
日
㈭
～
１
月
６
日
㈭

※
１
月
７
日
㈮
か
ら
開
館
し
ま
す
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

詳
　
細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
25

－

３
１
８
８

年
末
・
年
始
休
館
の
ご
案
内

　

図
書
室
は
、
12
月
30
日
㈭
か
ら
１
月
６

日
㈭
ま
で
は
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
本

の
貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
返

却
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
返
却
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
返
却
で
き
ま
す
。

※
１
月
７
日
㈮
か
ら
開
館
し
ま
す
。

年
末
・
年
始
休
館
の
ご
案
内

　

町
民
セ
ン
タ
ー
・
生
涯
学
習
館

　

12
月
30
日
㈭
～
１
月
５
日
㈬

※
１
月
６
日
㈭
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
日

開
催
日
　
12
月
14
日
㈫
　
１
月
25
日
㈫

　
　
　
　
２
月
22
日
㈫

時
　
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日

　
１
月
27
日
㈭

時
　
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対
　
象　

乳
児
検
診
該
当
者

※
乳
児
検
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
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学校における防災教育の重要性

町民
防災講座

　

２
０
０
４
年
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
発
生
し
た

地
震
は
イ
ン
ド
洋
沿
岸
の
各
地
に
大
津
波
を

も
た
ら
し
、
約
30
万
人
も
の
犠
牲
者
を
出
す

大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
タ
イ
の

プ
ー
ケ
ッ
ト
島
マ
イ
カ
オ
海
岸
だ
け
は
死
者
、

行
方
不
明
者
は
１
人
も
い
な
い
の
で
す
。
10

歳
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
少
女
は
、
家
族
と
マ
イ

カ
オ
海
岸
で
休
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

彼
女
は
、
遊
ん
で
い
た
海
が
急
に
泡
立
ち
、

突
然
に
潮
が
引
い
て
海
面
が
下
が
る
異
変
に

気
付
き
ま
し
た
。
彼
女
は
、
母
親
に
津
波
が

来
る
こ
と
を
伝
え
、
母
親
は
ビ
ー
チ
に
い
た

全
員
に
警
告
を
発
し
、
人
々
が
陸
側
に
避
難

し
た
の
で
す
。
少
女
は
、
数
週
間
前
に
学
校

の
授
業
で
津
波
に
つ
い
て
学
び
、
津
波
の
前

兆
現
象
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

１
９
８
３
年
男
鹿
半
島
青
砂
海
岸
へ
遠
足

に
来
て
い
た
小
学
生
が
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
、

児
童
13
人
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
山
間
部

の
小
学
校
か
ら
遠
足
に
来
た
児
童
は
、
バ
ス

の
中
で
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
の
で
す
が
、

地
震
が
収
ま
っ
た
た
め
、
海
に
降
り
て
昼
食

を
食
べ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
惨
事
ま
で
は

「
日
本
海
で
は
津
波
が
起
き
な
い
」
「
地
震

が
起
き
た
ら
海
へ
逃
げ
ろ
」
な
ど
の
間
違
っ

た
認
識
が
あ
っ
た
の
で
す
。
両
者
は
、
実
生

活
に
生
き
た
防
災
教
育
が
成
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
が
問
わ
れ
る
象
徴
的
な
事
例
で
す
。

　

平
成
23
年
に
小
学
校
、
同
24
年
に
中
学
校

の
新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
に
な
り
ま

す
。
実
社
会
・
実
生
活
と
の
関
連
を
重
視
す

る
内
容
を
充
実
す
る
方
向
で
改
善
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
小
学
５
年
生
で
は
、
「
流
水
に
よ

る
土
地
の
変
化
」
や
「
天
気
」
の
単
元
で
、

長
雨
や
集
中
豪
雨
に
伴
っ
た
川
の
増
水
に
よ

る
自
然
災
害
を
取
り
上
げ
ま
す
。
６
年
生
で

は
、
「
土
地
の
変
化
」
の
単
元
で
火
山
の
活

動
や
大
き
な
地
震
に
よ
っ
て
土
地
が
変
化
す

る
こ
と
と
関
連
付
け
て
自
然
災
害
の
学
習
を

行
い
ま
す
。
中
学
１
年
生
は
、
地
震
や
火
山

活
動
と
関
連
付
け
た
災
害
に
対
す
る
防
災
や

減
災
の
学
習
を
行
い
ま
す
。
中
学
３
年
生
で

は
、
自
然
の
恵
み
と
災
害
に
つ
い
て
調
べ
、

自
然
と
人
間
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
察
さ

せ
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
21
年
に
実
施
し
た
「
北
海

道
の
理
科
教
育
の
実
態
調
査
」
で
は
、
先
生

方
が
指
導
で
苦
手
と
感
じ
る
教
科
は
地
学
分

野
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
生
徒
が
嫌
い
な
単
元
は
、
地
学
分

野
で
あ
る
と
答
え
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
「
自
然
災
害
と
防
災
・
減
災
」

と
関
連
が
あ
る
の
は
地
学
分
野
で
す
。
「
自

然
災
害
に
対
す
る
防
災
教
育
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
先
生
」
を
育
て
て
行
く
に
は
、
教
員

を
養
成
す
る
大
学
、
そ
し
て
、
先
生
方
が
研

修
の
機
会
を
通
し
て
地
学
を
学
ぶ
機
会
を
多

く
作
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
、

専
門
機
関
と
学
校
が
連
携
す
る
と
と
も
に
、

先
生
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
、
よ
り
分
か
り
や

す
い
情
報
を
入
手
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

災
害
は
ど
こ
で
も
繰
り
返
し
発
生
し
ま
す
。

し
か
し
、
場
所
に
よ
っ
て
発
生
す
る
災
害
は

違
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
場
所
で
も
い
つ
も

同
じ
災
害
が
起
こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
地

域
の
人
々
は
、
過
去
の
災
害
の
経
験
を
後
世

に
伝
え
、
次
の
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
自
然
災
害
に
共
通

す
る
普
遍
的
な
側
面
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害

で
全
く
異
な
る
側
面
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学

校
教
育
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち
に
指
導
で
き
る
た

め
に
、
防
災
教
育
に
関
す
る
教
材
・
教
具
を

準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ど
の
よ
う
な

土
地
に
移
動
し
よ
う
と
も
、
ど
ん
な
災
害
に

対
し
て
も
対
処
で
き
る
知
識
を
身
に
付
け
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
地
学
は
「
苦

手
だ
か
ら
」
「
嫌
い
だ
か
ら
」
で
は
な
く
、

日
常
生
活
と
密
接
に
関
係
し
、
命
を
守
る
た

め
の
教
科
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
次
年
度
か
ら
変
わ
る
新
し
い
理
科

の
教
科
書
を
じ
っ
く
り
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
北
海
道
教
育
大
学　

准
教
授　

境
智
洋
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

�
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10．30　足寄小学校 11．６　芽登小学校

11．６　螺湾小学校 11．13　大誉地小学校

11．６　芽登保育所 11．６　螺湾保育所

11．13　上利別保育所 11．13　足寄保育園どんぐり

発表会・学芸会

津波の授業に取り組む小学校
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　次の通り「平成23年本別町成人式・成人のつ

どい」を開催します。対象は平成２年４月２日

から平成３年４月１日までに生まれた方々で、

本別町に住民登録のない人でも参加できます。

日　時　平成23年１月９㈰　午後１時－

場　所　本別町中央公民館大ホール

内　容　受　　　　付　午後０時30分－

　　　　式　　　　典　午後１時－

　　　　記 念 撮 影　午後１時40分－

　　　　成人のつどい　午後２時－

申込先・詳細

　本別町中央公民館内社会教育担当

 ☎２２－５１１１

平成23年本別町成人式・

成人のつどいのお知らせ
デジタルプラネタリウム上映中

　銀河の森天文台では、エアドーム式プラネタ

リウム「メディアグローブ」によるプラネタリ

ウム上映を行っています。

上映番組　「神秘の光オーロラ」

※オーロラの映像や解説の番組です。

上 映 日　開館日の土曜、日曜、祝日

※月曜・火曜は休館日です。

上映時間　午後３時、５時、８時の３回

※１回は約30分間の上映になります。

定　　員　各回25人（入館者先着順）

※入館料のみで観覧できます。

※予約はできませんのでご了承ください。

※時期によって上映番組が変わることがありま

す。詳細はお問い合わせください。

詳　　細　陸別町銀河の森天文台

 ☎２７－８１００

お知らせ
十勝産業振興センターの
ホームページを
リニューアルしました

冬期間の通行止めについて

　十勝産業振興センターでは、農

林水産関連機械の製品開発支援や

地域企業からの相談対応、技術セ

ミナー・講習会等の開催による技

術者育成、産学官連携による事業

化の推進等を行っています。

　このたび、ホームページをリニ

ューアルし、センターの情報をよ

り詳細に発信するとともに、地域

の企業などからのさまざまなニー

ズにお応えするための相談・要望

等の受け付けを行えるよう機能を

強化しました。

　詳しくはホームページをご覧く

ださい。

ホームページアドレス

http://www.tokachi-zaidan.jp
詳　　細 ㈶十勝圏振興機構

 ☎０１５５－３８－８８５０

　上螺湾－雌阿寒温泉間の道道、町道、緑資源幹線林道が次の通り冬期

間通行止めになります。

通行止め区間

①②道道モアショロ原野螺湾足寄停車場線　
③町道雌阿寒オンネトー線　④道道オンネトー線

⑤緑資源幹線林道

通行止め期間

①⑤平成23年４月８日㈮午前10時まで

②③平成23年５月13日㈮午前10時まで

④　平成22年12月17日㈮午前10時から

　　平成23年４月15日㈮午前10時まで

※予定のため変更になる場合があります。

離
婚
時
の
厚
生
年
金
分
割
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

近
年
、
中
高
齢
者
等
の
離
婚
件
数
が
増
加

し
て
い
る
中
、
離
婚
後
の
夫
婦
双
方
の
年
金

受
給
額
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
う
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情

を
考
慮
し
て
、
離
婚
等
を
し
た
と
き
に
厚
生

年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
当
事
者
間
で
分

割
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
（
厚
生
年
金
分

割
制
度
）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
厚
生
年
金
分
割
制
度
に
は
、
合
意
分

割
制
度
と
３
号
分
割
制
度
が
あ
り
ま
す
。

合
意
分
割
制
度

　

当
事
者
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
厚
生
年
金

の
保
険
料
納
付
記
録
（
婚
姻
期
間
中
等
の
当

事
者
の
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
に
限

る
）
を
当
事
者
間
で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　

平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
に
離
婚
し
た
方

や
事
実
婚
関
係
を
解
消
し
た
方
な
ど
が
対
象

で
す
。
年
金
分
割
の
割
合
（
上
限
50
パ
ー
セ

ン
ト
）
は
当
事
者
間
の
話
し
合
い
や
裁
判
手

続
き
で
決
ま
り
、
請
求
は
、
原
則
と
し
て
離

婚
等
の
翌
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

こ
と
が
条
件
で
す
。

３
号
分
割
制
度

　

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
被
扶
養
配
偶
者
）
で
あ
っ
た
方
か

ら
の
請
求
に
よ
り
、
平
成
20
年
４
月
１
日
以

後
の
相
手
方
の
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記

録
（
平
成
20
年
４
月
１
日
以
後
の
３
号
被
保

険
者
期
間
中
の
相
手
方
の
厚
生
年
金
の
保
険

料
納
付
記
録
に
限
る
）
を
２
分
の
１
ず
つ
、

当
事
者
間
で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
以
後
に
離
婚
し
た
方

や
事
実
婚
関
係
を
解
消
し
た
方
な
ど
が
対
象

で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
以
後
に
国
民
年
金

の
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
が
該
当

し
ま
す
。

　

請
求
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所
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年
金
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み
ん
な
の
国
民
年
金

冬
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
・
食
中
毒
に
注
意
�

　

例
年
11
月
か
ら
３
月
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
の
発
生
が
多

く
な
り
ま
す
。
感
染
す
る
と
嘔お

う

吐と

や
下
痢
な

ど
の
症
状
が
１
～
２
日
ほ
ど
続
い
た
後
、
回

復
し
ま
す
。
幼
児
や
高
齢
者
は
重
症
化
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
経
路

・
感
染
者
の
嘔
吐
物
・
ふ
ん
便
を
通
し
て
人

か
ら
人
へ
感
染
し
ま
す
。
嘔
吐
物
等
は
不

適
切
な
処
理
を
し
た
場
合
、
処
理
後
も
ウ

イ
ル
ス
が
飛
び
散
り
感
染
し
ま
す
。

・
二
枚
貝
類
（
カ
キ
な
ど
）
を
生
や
加
熱
不

十
分
で
食
べ
た
時
に
感
染
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
飲

料
水
・
器
具
・
調
理
人
の
手
か
ら
感
染
し

ま
す
。

予
防
方
法

・
手
洗
い

　
　

帰
宅
時
、
調
理
前
、
食
事
前
、
ト
イ
レ

後
は
、
せ
っ
け
ん
で
よ
く
手
を
洗
い
ま
し

ょ
う
。

・
食
品
対
策

　
　

生
も
の
を
食
べ
る
こ
と
は
極
力
避
け
、

85
℃
以
上
で
１
分
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

・
衛
生
管
理

　
　

調
理
器
具
は
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
で

殺
菌
し
、
下
痢
等
の
症
状
が
あ
る
人
は
調

理
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
汚
物
処
理

　
　

嘔
吐
物
等
を
処
理
す
る
と
き
は
、
使
い

捨
て
マ
ス
ク
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手
袋
を
着

用
し
、
処
理
す
る
人
が
感
染
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
汚
れ
た
床
な
ど
は
塩
素

系
漂
白
剤
を
使
用
し
、
５
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き
水
１
リ
ッ
ト
ル
程
度
で
薄
め
て
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

は
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。

感
染
し
た
ら

　

下
痢
止
め
や
吐
き
気
止
め
を
飲
ま
ず
に
、

す
ぐ
に
医
師
に
診
て
も
ら
い
、
他
の
人
へ
の

感
染
を
防
ぐ
た
め
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担
当
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　道では、地産地消や食育、スロ

ーフード運動を総合的に推進する

「愛食運動」を展開しています。

今後、愛食運動をより一層広げて

いくため、地産地消や食育などの

活動を実践していただく道内の企

業や団体（支店、支部を含む）お

よび３人以上のグループを募集し

ます。愛食応援団の取り組みは道

のホームページなどでご紹介して

いますので、ぜひご登録ください。

　申請方法など詳しくはホームペ

ージをご覧ください。

申請先　十勝総合振興局産業振興

部農務課

ホームページアドレス

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/
ns/shs/dosanday/ouendan
詳　細 道農政部食の安全推進局

 ☎０１１－２０４－５４２９

　ｅ－Ｔａｘは、税務署に出掛け

ることなく国税に関する各種手続

き（所得税などの申告、全税目の

納税および各種申請・届け出等）

を自宅などからインターネットを

利用して行うことができるシステ

ムです。この機会にぜひｅ－Ｔａ

ｘをご利用ください。

①国税庁ホームページ「確定申告

書等作成コーナー」から直接電

子申告ができます。

②本人の電子署名および電子証明

書を付して平成22年分の所得税

の確定申告をｅ－Ｔａｘで行う

と、所得税額から最高５，００

０円の控除を受けることができ

ます（平成19年分から平成21年

分の確定申告で適用された方は、

控除されません）。

③所得税の確定申告をｅ－Ｔａｘ

で行う場合、医療費の領収書や

源泉徴収票等はその記載内容を

入力して送信することにより、

書類の添付が省略できます（た

だし、後で添付書類の提出や提

示を求められる場合があります

ので、領収書等は確定申告期限

から３年間は大切に保管してく

ださい）。

④ｅ－Ｔａｘで申告された還付申

告は早期処理しています（３週

間程度に短縮）。

⑤所得税の確定申告期間中は、24

時間ｅ－Ｔａｘの利用が可能で

す。

ホームページアドレス

http://www.e-tax.nta.go.jp
詳　　細 十勝池田税務署

 ☎０１５－５７２－２１７１

　町内でエゾシカ等による農作物

被害が拡大している状況にあり、

町では被害を減らす対策の１手段

としてハンターの養成を行います。

鳥獣の捕獲については、鳥獣保護

法で日没後から日の出前まで銃器

を使用した捕獲が禁止されている

ため、町では夜間の捕獲が可能な

「わな」による捕獲を推進してい

ます。

　町有害鳥獣被害対策協議会では、

来年２月に実施される狩猟免許試

験で一人でも多く合格者を出すた

め、狩猟免許試験予備講習会の参

加者を募集し、その費用を助成し

ます。

日　時　平成23年１月30日㈰
　　　　午前９時－午後５時

場　所

　帯広東コミュニティセンター（参

加者が多数の場合は、別日程で町

内の開催を検討しています）

助成額　１、２種　７，５００円

　　　　網、わな　５，０００円

※狩猟免許試験の日程など詳しく

はお問い合わせください。

申込先・詳細 役場経済課

 林業商工観光室林業振興担当

 ☎２５－２１４１内線２４２

　現在、通常のホテルや旅館を経

営している方も、新たな規制でラ

ブホテルに該当する可能性があり

ます。平成23年１月以降も同様の

形式で営業を継続する場合は、１

月中に公安委員会（所轄警察署）

に届け出る必要があります。詳し

くはお問い合わせください。

詳　　細 道警察本部保安課

 ラブホテル対策プロジェクト

 ☎０１１－２５１－０１１０

募　　集

お知らせ

北のめぐみ愛食応援団募集

さぁ！ネットで申告
ｅ－Ｔａｘ
（イータックス）

狩猟免許を
取得しませんか

ラブホテル規制が
追加されます

北方四島への
入域について

石綿による疾病に
気付いていない方を
探しています

ご存じですか？建退共制度

個別的労使紛争のあっせん

障害者控除認定について

北海道最低賃金

被災住宅用地の届け出を
お願いします

住宅の新築・建て替え・
取り壊しを行った方へ

船員保険制度の一部が
労災保険制度に
統合されました

　日本政府は、日本国民がロシア

の査証（ビザ）を取得して北方四

島に入域することを自粛するよう

求めています。これは「北方領土

はわが国固有の領土」という日本

政府の立場と相いれないためです。

皆さんのご協力をお願いします。

詳細　十勝総合振興局地域政策部

 ☎０１５５－２７－８５０２

　過去に石綿を取り扱う仕事をし

ていたことはありませんか。息切

れ、咳、胸が苦しい等の症状が出

ていませんか。石綿による疾病は、

数十年前の仕事でも発症します。

石綿による疾病と認められた場合、

労災保険給付または特別遺族給付

金を受けられる場合があります。

この特別遺族給付金の請求期限は

平成24年３月27日までとなってい

ます。お心当たりのある方は帯広

労働基準監督署にご相談ください。

詳　　細 帯広労働基準監督署

 ☎０１５５－２２－８１００

　建退共制度は、建設現場で働く

方々のための退職金制度です。国

の制度なので安全、確実で、掛け

金の一部は国が助成します。また

事業主が変わっても退職金は企業

間を通算して計算されます。詳し

くはお問い合わせください。

詳　細 （独）勤労者退職金共済機構

 ☎０３－５４００－４３１６

　道労働委員会では、労働条件そ

の他労働問題に関する労働者個人

と使用者との間の紛争（解雇や未

払い賃金など）の「あっせん」を

行っています。プライバシーは守

ります。気軽にご利用ください。

詳　　細 道労働委員会事務局

 ☎０１１－２０４－５６６７

　身体障害者手帳の交付を受けて

いない場合でも、所得税および地

方税の障害者控除を受けることが

できます。

対象者

①65歳以上で、身体などに障がい

があると町長が認定した方

※認定までには一定期間必要です。

②常に就床を必要とし、複雑な介

護を要する方（寝たきりの方）

詳　細

　役場福祉課保健福祉室福祉担当

 ☎２５－２１４１内線１４４

　道内で事業を営む使用者および

その事業場で働くすべての労働者

（臨時、パートタイマー、アルバ

イト等を含む）に適用される北海

道最低賃金（地域別）が次の通り

改定されました。

時間額　６９１円

効力発生年月日

　平成22年10月15日

詳　細 帯広労働基準監督署

 ☎０１５５－２２－８１００

　平成21年１月２日以降に火災な

どの災害により住宅が滅失、損壊

した場合、一定の要件を満たすと

災害の発生後２年度分に限り、被

災前と同様に住宅用地と認定し、

税負担が軽減されます。該当され

る方は平成23年１月31日までに届

け出ください。

詳細 役場住民課税務室賦課担当

 ☎２５－２１４１内線２３３

　平成23年１月１日現在、土地を

所有する方で今年12月31日までに

所有する土地における住宅の新築、

建て替え、取り壊しなどを行った

場合は、住宅用地の特例が変更と

なりますので平成23年１月31日ま

でに届け出ください。

詳細　役場住民課税務室賦課担当

 ☎２５－２１４１内線２３３

主な改正点

・仕事または通勤が原因のけが、

病気または亡くなった場合は労

災保険から給付されるようにな

り、請求先は労働基準監督署に

変わりました。

・事業主（船舶所有者）は、法人

の代表者に当たらなくても、特

別加入制度に加入していただく

ことで、労災保険による補償を

受けることが可能となりました。

・船員を一人でも雇っている事業

主（船舶所有者）は、船員保険

とは別に労災保険に加入手続き

を行わなければならなくなりま

した。

詳　　細 帯広労働基準監督署

 ☎０１５５－２２－８１００

地デジのことなら、なんでも

　　　　　　ご相談ください！

☎0154-99-0101
平　日　午前９時－午後９時

土日祝　午前９時－午後６時



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

今月の表紙

　10月30日に行われた「足寄小学校学習

発表会」でのスナップです。

 （⇒14ページ）　
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☆現在、役場福祉課保健推進担当では、

平成21年３月に策定した町健康づく

り計画に基づき、町オリジナル体操

「ニコニコ体操」を作成しています。

☆楽曲提供は、町内で活動するバンド

「Ａ
ア ミ ジ ャ カ ン

ｍｉｊａｋａｎ」で、希望者に

は、福祉課で楽曲（ＣＤ）を貸し出

しています。

☆現在、幅広い年齢層が取り組みやす

い体操を収録したＤＶ

Ｄも制作中で完成間近

です。完成後には、町

ホームページで視聴で

きるようにします。お

楽しみに�

清水　伊
い

織
おり

ち
  ゃ
   ん

（平成20年12月16日生まれ）

　ご飯と車とお姉ちゃんが大好

きです。車の絵本をお父さんの

膝の上で楽しそうに読んでいま

す。元気にすくすく大きくなっ

てね。

和博・さおりさ
んの子

（平和）
仁木　柚

ゆず

花
か

ち
  ゃ
   ん

（平成20年12月５日生まれ）

　白飯とお兄ちゃんと外遊びが

大好きな女の子です。たくさん

の人にかわいがられて幸せだ

ね。これからも健康で笑顔のす

てきな女の子でいてね。

智弘・由美さ
んの子

（北３条２丁目）

尾野　啓
けい

介
すけ

ち
  ゃ
   ん

（平成20年12月31日生まれ）

　食べるのも遊ぶのもとっても

大好き。いつかお兄ちゃんと一

緒にヒーローになるため、毎日

訓練中です。これからもすくす

く元気に育ってね。

能人・奈美さ
んの子

（下愛冠４丁目）

ひとのうごき

11月末の住民基本台帳

人　口　　７，８３７　人　（－12)

　男　　　３，８００　人　（－３)

　女　　　４，０３７　人　（－９)

世　帯　　３，６４４世帯（－９)

　　　　　　　（　）内は前月比


